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研究成果の概要 
本研究では、アプリの構成要素の一つである、図画工作科の「造形遊び」領域のスタンダー

ド（試案）を開発した。 
「逆向き設計」論におけるパフォーマンス・スタンダード開発の方法論に着目し、最初に、

教科書題材の分析から、肢体不自由児の図工・美術科指導において「重点を置く事項」と「別
の事項」（重点目標①・②）を明らかにした。次に、両重点目標に対応した「本質的な問い」と
「永続的理解」および 2つのパフォーマンス課題を設定し、特定課題ルーブリック作成した。
最後に、両パフォーマンス課題を軸とした題材を実施し、児童のパフォーマンスを基に特定課
題ルーブリックを長期的ルーブリックへと再構成した。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
先行研究は題材開発論、教材・教具論、実態把握論に限られていた。新しい学習指導要領で

資質・能力の育成が目指されたことにより、研究上の課題として、教育目標・評価論の不在が
浮かび上がった。本研究はそうした理論的空白を埋める点で、学術的意義を有すると考えられ
た。また、本研究で提案した「造形遊び」のスタンダード（試案）は、今後のアプリ化により、
図工・美術科の本質と児童生徒の学習実態の両方を踏まえた教育目標の明確化と評価のサイク
ルを軸とした授業設計を、多くの教員がより容易に実施できるようにする点で、社会的意義を
有すると考えられた。 
 
 
研究分野：教科教育学 
 
キーワード：重複障害児 造形遊び 「逆向き設計」論 スタンダード 
 
１．研究の目的 
肢体不自由特別支援学校の図工・美術科で指導される「造形遊び」領域のスタンダード（社会
的に共通理解された目標・評価基準 1）を開発する。 
 
２．研究成果 
表 1上段に、2つの重点目標と、それらに対応した「本質的な問い」と「永続的理解」および
パフォーマンス課題の例を示す。パフォーマンス課題の例には、題材の構成や材料の準備に関
する指導計画上のポイントも併記した。 
表 1 下段に示した長期的ルーブリックは、両重点目標に対応した長期的ルーブリックを、「重
点を置く事項」と「応用的な事項」の関係性を踏まえ統合して示したものである。また、各レ
ベルに、指導実践の中で明らかになった、そのレベルの理解を確かなものとし、次のレベルに
向かうようにするための手立てを例示した。 
＜引用文献＞ 

1. 京都大学大学院教育学研究科E.FORUM『「スタンダード作り」基礎資料集（第2集）』、2017、
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表 1 肢体不自由児の図工・美術科指導における「造形遊び」のスタンダード（試案） 

領域 「造形遊び」 

重点目標 

① 材料の創造性を捉える 
【重点を置く事項：時間を多く配当し丁寧に指導する事項】 

② 身近な環境（ものや場所）の相対性を捉える 
【応用的な事項：教員が学習集団の一員となって

一緒に活動するなどして、最小限の時間で指導す

る事項】 
｢本質的な問

い｣ 
 材料とは何か？何ができるものなのか？  身近な環境を目新しいものに変化させるには、どう

すればよいか？ 

｢ 永 続 的 理

解｣ 

私たちは、材料とのやりとり・対話によって、創造的な造形活動を

展開することができる。つまり、様々な仕方で材料に働きかけてみ

ることで、多様な感触、形や色と出会い、そこから造形活動のテー

マを見出すとともに、更新、発展させ、その材料でしかできない造

形活動を展開することができる。 

身近な環境の特徴から、新たな意味や価値を見出し、

材料を駆使してそれらを顕在化させることで、身近

な環境を、オブジェや空間として生まれ変わらせる

ことができる。 

パフォーマ

ンス課題の

例（上段）と

指導計画上

のポイント

（下段） 

ここに 3 種類の粘土の塊があります。「背高のっぽ」と「大きな塊」

と「平たい板」です。この中から「これがいい！」と思うものを選

んで遊ぼう。穴を開ける／削る／丸める（まる）／延ばす（ひも）

／ねじる／ひっぱる／叩く／立てる、色々試してみよう。どんな遊

びや物語ができるかな？ 

赤、青、黄、緑、白色のスズランテープがあります。

これを使って、みんなのロッカーを飾っちゃおう。

どんな色を使って、どんなふうに貼ったり巻いたり

すると、ロッカーはどんなふうに変わるかな？ 

 3 種類の粘土の塊のうち 2 つは、パフォーマンス課題の前まで

に扱うようにして、選ぶ基準を持てるようにしておく。 
 粘土は、児童生徒の手指の力に応じて、ほどよい抵抗感が得ら

れる硬さに調整しておく。 

 パフォーマンス課題の前に、筆箱や道具箱など、身

近なものを包む活動に取り組み、スズランテープの

特性（色が透けて混色できるなど）や扱い方に慣れ

るようにしておく。 

長期的ルーブリックと各レベルにおける手立ての例 

重点目標 観点 
  レベル   

1 2 3 4 5 

① 
【重点を置

く事項】 

材 料 と の

やりとり 

働きかける対象

（目的）として材

料を捉えて、注目

したり手を伸ば

したりしている。 

材料に働きかけ
るおもしろさを
知り、興味をもっ
て材料に働きか
けて、生まれる感
触・形・色を味わ
っている。 

材料への働きかけ
方によって、異なる
結果が得られるこ
とを理解して、多様
な感触・形・色を生
み出している。目的
的な感触・形・色の
生成。 

材料への働きか

けによって生み

出した形や色の

相互の関係性に

注目し、組み合わ

せ方を工夫して、

多様な効果やイ

メージを生み出

している。 

材料に働きかけ
て得た発見を基
に、造形活動のテ
ーマや枠組みを
見出すとともに、
更新、展開させ、
その材料でしか
できない造形活
動を展開してい
る。 

② 
【応用的な

事項】 

環境（身近

な も の や

場所）との

やりとり 

－ － 

材料を用いて環
境（ものや場所）
に働きかけ、変質
させている。 

材料を生かしながら
環境に働きかけて、
自分（たち）なりの
意味や価値を投影し
たオブジェや空間を
生み出している。 

環境の特性を読み取
り、材料を活用して
顕在化させること
で、その環境ならで
はの意味や価値が付
与されたオブジェや
空間を生み出してい
る。 

友 だ ち と

の や り と

り 
－ － 

自分の活動の結
果を友だちや教
員に見せている。
アピールしてい
る。 

友だちの活動を
模倣したり、参考
にしたりしてい
る。 

友だちと共通の目
標を持ち、自分の役
割を果たしながら、
協働的に活動して
いる。  

手立ての例 

 活動への動機づ

け（称賛、演示） 
 感 覚の 意味 付

け ・価 値付 け

(「冷たいね」「気

持ちいいね」) 

 感覚や活動の強

化と承認 (擬音

語を付け手を添

え て 一緒 に行

う) 
 感触や視覚的な

特徴の言語化の

促し(｢どんな気

持ち？｣) 

 結果の承認(「新

しい形ができた

ね」「○○がおも

しろいね」) 

 イメージの喚起

(「これは何だろ

う？」「〜みたい

に見えるね」) 

 対象の読み取り

の促し（「この材

料／環境の特徴

は何だろう？」） 
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